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1． ほじめに  

O Rの実施問題はモ…ス＝キンポールの「オペレーションズ。リサーチの方法」  

で既に持病されているが、今なおO Rの実施成功率ほ高くはないと言われている。   

本論文では実施研究がどのような視点を与えたか、その結果企業でのO Rの実施  

はどのように変化したか、さらに現阻O Rの実施はどのようさ主なっているかにつ  

いて論じ、これからのO R普及戦略について論じる。  

2．O R実施促進の考え方   

（1．）O R実施問題に対する人間観  

人間の心理作用とO R実施抵抗（アー 

マネージャとO R研究者の相互理解がO R実施の必要条件（チャーチマン）  

エーザイ ンポルプメ ントがO R実施促進（ルーカス）   

（2）O R実施と意思決定問題の形態  

檜造的意思決定とO R  

半構造的意思決定とD S S、A‡  

非補遺的意思決定と問題の定式化のためのソフトO R   

（3）組強内普及過程としてのO R普及戦場  

U－C－RモデルによるO R普及戦鴻  

＝巨ロ8frezi打g，C：Cb88gi口g．R：Rモーreegi8g）  

Ⅸ○川－Froh88圧そデルによるO R普及の具体的戟塙  

O R担当者は趨蔵内セールスマン  

O R部門とユーザ部門とのコ ミ ュニケーショ ン改善   

（4）情稲枝術の発達とO Rの実施の変化  

企業で用いられる生産シミ ュレーショ ン技術  

金融機関でのO Rの活用  

情報技術の発展による大規模問題のO R解法  
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3．経営におけるO R普及戦略   

（】．）企業のクリティ カルな問題に対するO Rの利用  

O Rの企業内評価方法の確立  

企業の重要問題解決のための方法の強調  

トップの意思決定の支棲  

グローバル企業の意思決定に利用   

（2）情報技術とO R  

情報ネットワークを前提にしたビズネス  

情報ネットワーク技術と統合したO R  

情報イ ンフラ整備とO R   

（3）O Rの社会的普及  

O Rマイ ンドの確立と浸透  

簡易O R手法の開発と普及  

草の根O R運動  

企業にメルトイ ンしたO R手法  

企業のO R担当者の経営理解  

経営者に対するO R理解の促進  

4．おわりに  
、－ 

oRの実施問題はいかi㌣してORを企業経常に利用するかであ？たが、情報技  

術の発達とともにいかにしてO Rを使って経営革新をおこさせるか、あるいはい  

かにして他の企業に対して鏡争優位を確保するかの問題に変化してきている。近  

年のグループウエア、リエンジニアリング、C A L S、コンカレントエンジニア  

リングの発達に昼情報ネットワーク技術の急速な進歩によるところは大きいが、  

一方O Rがどのような貢献をしてきているかを再検討し主張していく ことも重要  

なことであろう。いずれにして’も現在の日本のO Rは企業に対して外部からの宣  

伝、働きかけがすくなすぎるように感じる。■ その意味から日本におけるQ Cの普   

及に学ぶことも必要であろう。  

ー33－   

© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




